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■はじめに                                             

当社は、一般廃棄物収集運搬業及び浄化槽保守点検業・清掃業等の業務を通じて、全員一丸となり、地域の

お客様の浄化槽よりきれいな処理水を放流することで、水環境及び水資源を守ることを使命と考え、社員一人

一人がレベルアップすべく活動しており、地域の環境保全に、より一層貢献して参ります。 

なお、本レポートは、2022 年８月から 2023 年７月の１年間の活動状況を取りまとめたものです。 

 

■事業概要                                             

社  名：山川産業有限会社 

代 表 者：代表取締役 山川 正人 

創  業：昭和 28 年 8 月 1 日 

資 本 金：３００万円 

従業員数: ６名 

所 在 地：福島県福島市飯坂町中野字高取１番地の１ 

 

環境保全関係の責任者及び担当連絡先：環境管理責任者 蓬田 孝一 

連絡先 電話  024-542-4794  ＦＡＸ  024-542-0451 

 

事業内容：一般廃棄物収集運搬業(し尿)及び浄化槽清掃業 

浄化槽保守点検業 

許可内容：■一般廃棄物収集運搬業(し尿)及び浄化槽清掃業 

1） 許可番号：伊達地方衛生処理組合 第１号 

2） 許可年月日：令和 4 年 4 月 1 日 

3） 許可有効期間：令和 4年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 

          ■浄化槽保守点検業  

      1）許可番号：福島県知事登録 第 1053 号 

      2）許可年月日：令和 3 年 11 月 11 日 

      3）許可有効期間：令和 3 年 12 月 11 日～令和 6 年 12 月 10 日 

 

■浄化槽保守点検業  

      1）許可番号：福島市長登録 第 5号 

      2）許可年月日：令和 3 年 10 月 20 日 

      3）許可有効期間：令和 3 年 12 月 11 日～令和 6 年 12 月 10 日 

 

 

施設状況：バキューム車 5 台 汚泥濃縮車 4台 

処理実績：収集運搬量 5,959 ㎥(2022 年 8 月～2023 年 7 月) 

料金関係：一般汲取料金・・・人頭制 １人 ４００円(税別) 

                       従量制  18Ｌ  １５０円(税別) 
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■2022 年度 環境目標                                            

代表者の見直しの結果、2022 年度の環境目標の基準年度と目標値を次のように設定しました。 

 

■二酸化炭素排出量 2019 年比 3％削減 

二酸化炭素排出量は、気候による影響で左右されますが、LED 照明や省エネタイプのエアコンに交換し

たことや、燃費の良い車両の導入により削減傾向になっているので、2019 年度比 3％削減目標と設定しま

した。 

   室温管理や節電、エコ運転等には十分心掛けたいと思います。 

 

■一般廃棄物排出量 2019 年比 2％削減 

一般廃棄物排出量は、保管年数を経過した書類等の廃棄量が年間の増減率に影響しますが、ゴミの分別

を徹底、使用済の紙類の資源化、金属類の有価物化には十分努め、削減になるよう 2019 年度比 2％削減

目標と設定しました。 

 

■総排水量 2019 年比 2％削減 

総排水量は、冬季の水道管凍結防止の措置や貯水槽及び社内の清掃時などの使用で、十分節水を心掛け

ているものの、増加傾向になっている為、2019 年度比 2％削減目標と設定しました。 

 

■地域・社会貢献活動 年 4 回以上実施 

   地域社会貢献活動は、昨年と同様ふくしまきれいにし隊「4 件以上/年」の実施、「ふくしまゼロカーボ

ン宣言」事業への参加を目標とします。また、社内においても週末の終礼時の環境方針の唱和や、一般教

育研修等では、全社員が家庭での節電、節水、ゴミ分別等の実施の指導をしていきたいと思います。 

 

■汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進 実施件数率 96％以上 

   浄化槽の取壊しや下水道への切り替えの件数は多くあるものの、実施件数率 96％以上を目標とし、お

客様の水使用量の軽減に貢献したいと思います。 

 

■化学物質の削減 凝集剤等の使用量の管理 

凝集剤等の入荷数と在庫数を管理することにより、使用量が分かり、浄化槽清掃の増減の把握につなが

るかと思います。また、適正な保管場所の管理も実施します。 
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■2022 年度実績                                          

■二酸化炭素排出量･･･基準年度（2019 年度）の 3％削減目標値としましたが、16％削減となりました。                   

取組項目 
排出 

係数 

単位 

発熱

量 

基準年度 削減計画及び実績値 

2019.8～2020.7 
2022.8～2023.7   

目標(3%削減) 実績   

使用量 

二酸化炭

素排出量 

(㎏) 

使用量 

二酸化炭

素排出量 

(㎏) 

使用量 

二酸化炭

素排出量 

(㎏) 

    

購入電力 0.46  43,835 24,591 42,558 23,874 44,930 20,668 16% 減 

化
石
燃
料 

灯油 0.0679 36.7 1,770 4,411 1,718 4,282 805 2,006 55% 減 

液化石油

ガス

(LPG) 

0.0598 50.2 256 769 248 746 231 693 10% 減 

ガソリン 0.0671 34.6 4,716 10,949 4,578 10,630 4,515 10,482 4% 減 

軽油 0.0687 38.2 45,714 119,969 44,382 116,474 38,451 100,908 16% 減 

二酸化炭素排出量合計 160,689 156,006 134,757 16% 減 
              

※当社は東北電力株式会社より電力購入をしておりますので、購入電力の排出係数は、東北電力株

式会社の排出係数を使用しなければならないところですが、福島県で実施しております地球温暖化

防止のための「ふくしまゼロカーボン宣言」事業にも参加していることから、報告資料の作成等に

おいて混乱を防ぐためにも「ふくしまゼロカーボン宣言」事業に採用されている代替値の 0.46 に

て購入電力における二酸化炭素排出量を算出しております。  
 

<電力使用量 16％削減> 

猛暑や厳寒などの気候の影響により、冷暖房機器の 

使用は多かったものの、省エネタイプのエアコンや 

LED 照明の導入が削減の大きな要因になったかと 

思われます。 

 

 

 

<灯油使用量 55％削減> 

                         寒さが厳しかったものの、エアコンの暖房機能との 

                         併用により、石油ストーブの出力をあまり上げず 

                         使用し、室温（27℃以下）管理も徹底したことによ                             

                         り、灯油使用量が抑えられ、削減につながったかと 

                         思われます。 
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<ＬＰＧ使用量 10％削減> 

冬季の当月使用量の増加傾向は、バキューム車の 

レバー等の凍結を解凍する為湯沸器の使用が多 

かった為かと思われます。 

しかし年間を通しては削減になっております。 

 

 

 

 

 <ガソリン使用量 4％削減> 

燃費の良い車を導入したことにより、社長の遠方 

への出張があったものの、エコ運転や車両管理な 

どにも十分配慮した為、削減になりました。 

 

 

 

<軽油使用量 16％削減> 

燃費の良い作業車の導入や、社員の減少、バキュ 

ーム車や濃縮車の廃車などの影響により、削減に 

なっているかと思われます。また、日々のエコ運 

転への心がけや安全運転に関する研修会により、 

意識を高めたこともその要因となったかと思わ 

れます。 

また、使用量の他に車両の燃費の増減をレポート 

に表してみるのも良いのではとの指摘を受け、 

下記に結果を記しました。 

 

【年 間 平 均 燃 費】 

 基準年 2019 年度 今年度 2022 年度 増 減 

 

濃 縮 車 

 

 

２．０４㎞/ℓ 

 

 

２．２６㎞/ℓ 

 

 

０．２２㎞/ℓ 

プラス 

 

バキューム車 

 

 

３．４６㎞/ℓ 

 

 

３．９８㎞/ℓ 

 

 

０．５２㎞/ℓ 

プラス 

 

    濃縮車、バキューム車共に基準年度より年間平均燃費が良くなっていました。 

    エコ運転や効率の良い作業ができたかと思われます。 



環境経営レポート                                                                   H18-2022 

- 7 - 

 

■一般廃棄物排出量･･･基準年度（2019 年度）の 2％削減を目標値としましたが、5％削減となりました。   

                                      

取組項目 

基準年度 削減計画及び実績値 

2019.8～2020.7 
2022.8～2023.7   

目標(2％削減） 実績   

可燃ごみ (㎏) 804 788  783.4   

不燃ごみ (㎏) 35 34  22.5   

資源物 (㎏) 299 293 269.8  ※ 

廃棄物排出量合計 (㎏) 1,138 1,115 1,075.7 5%減 

 

※資源物のリサイクル率 25.1％ 

（前年度～24.7％） 

 

<廃棄物排出量 5％削減> 

保管年数経過の書類等の廃棄が多いことにより、当月 

排出量が基準年当月排出量より減っている月があっ 

たものの、5月までは増加になっておりました。 

しかし、分別の徹底、コピー数量の削減及び OA 紙の 

資源化を引き続き努めたこともあり、削減につながっ 

たかと思われます。また資源物のリサイクル率は昨年 

度の 24.7％を上回り、25.1％となっています。 

産業廃棄物の管理票報告書は、福島市へ４月に提出し

ております。 

 

 

 

■総排水量･･･基準年度（2019 年度）の 2％削減を目標値としましたが、2％増加となりました。                    

取組項目 

基準年度 削減計画及び実績値 

2019.8～2020.7 
2022.8～2023.7   

目標(2％削減） 実績   

上水 (ｍ3) 372 364 414   

地下水 (ｍ3) 197 193 167   

総排水量 (ｍ3) 569 557 581 2％増 

※総排水量は計測不能のため、水使用量を総排水量としました。    
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<総排水量 2％増加> 

 厳寒の為水道管凍結防止の措置や 2 月に小川事務 

所の井戸ポンプ設備等の不具合の為使用不可とな 

り、中野事務所の水道を使用していた影響で 3 月 

以降は増加傾向になりました。 

また、6 月に貯水槽清掃での水使用も増加の要因に 

なっているかと思われますので、引き続き節水を十 

分心がけ削減になる様努めたいと思います。 

 

■地域社会貢献活動                                        

地域・社会貢献活動については、「ふくしまきれいにし隊」への年 4回(9 月、12 月、3 月、6月)の実施計 

画は予定通り行われ、沿道のゴミ拾い、草刈りなど協力して行いました。 

社内においては、一般教育研修及び月次報告会等により、会社内ではもちろん、家庭での節電・節水・ゴ 

ミの分別の実施を指導しました。また令和 4年 7 月～9 月までの 3 ヶ月間、福島県実施の『地球温暖化防 

止のための「ふくしまゼロカーボン宣言」事業』に参加しその取組結果報告は令和 4 年 10 月に提出しま 

した。新年度も令和 5年 6 月に同事業に参加申請し、地球温暖化対策の取組を継続しております。 

 

■汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進                                 

汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進については、昨年と同様に実施件数率 96％以上を目標としました。 

しかし、下水道への切替や浄化槽の取壊しや修理の清掃が多い月は達成できなかったこともあり、年間平均

の実施件数率は 95.6％でした。汚泥濃縮車は、浄化槽の汚泥と水を分離する仕組みで、その水は浄化槽の

張り水 

として再利用され、お客様の水道をほとんど使用しない為、水資源の削減には大いに貢献しているので、1 

件でも多く汚泥濃縮車での浄化槽清掃を目指したいと思っております。 

 

 

■化学物質の削減                                         

使用量を把握する為、凝集剤等の入荷数と在庫数を毎月管理しています。その使用量により、汚泥濃縮車に 

よる浄化槽清掃の増減も把握することができるかと思います。 

また、保管場所の施錠管理もしっかり実施されております。 
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■環境活動計画の取組結果と評価                                     

２０２２年８月から２０２３年７月に掲げた目標に対しての具体的な取組としては、以下に示すような活動

を実施して参りました。 

 

■二酸化炭素排出量の削減                                     

取 組 内 容 成果及び評価 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電 
 

力 
 

使 
 

用 
 

量 
 

の 
 

削 
 

減 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

不要照明の消灯 

 

 

 

 

 

 

 

「エリア照明のシール」を全スイッチに貼る事により、

社員全員が意識して消灯するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明器具の改善 令和 2 年 9月に LED 照明に交換した。 

手元や室内が明るくなったことに加え、削減にも影響し

た。 

 

ＯＡ機器・家電製品の待機電力の削減 長期使用しないものや退社時には、電源をコンセントか

ら抜いておくように徹底した。 

 

 

冷暖房の温度管理 

（冷房時 27℃、暖房時 21℃） 

 

 

 

 

 

各冷暖房機器に「啓蒙シール」を貼り徹底した結果、猛

暑日や厳寒日が続き冷暖房機器の使用は多かったが、室

内温度を厳守し、令和 1 年 6 月と令和 4 年 3 月に省エネ

タイプのエアコンへの交換が影響してか、削減傾向にな

った。 

 

冷暖房機器の清掃 

 

エアコンのエアフィルタ等の清掃を（3 月～6月を除き）

毎月１回実施した。また、室外機と室内機の簡易点検を

3 ｹ月ごとに 1 回（10 月 1 月 4 月 7 月）実施した。 

 

 

給水管の電熱ヒーター線の電源確認 

 

 

担当者が電源の確認をした。（１２月～３月） 

③ 

・不要な照明は消す
・退社時の消灯及び待機電源の切断

① 

② 

④ 

総務部照明配置図

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

エアコン
消火
器

室内温度厳守室内温度厳守!!!!

暖房使用時室温21℃以下

冷房使用時室温27℃以上
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エ

コ

運

転

の

実

施

 

エコ運転の教育研修 6 月 9 日に教育研修にて、違反行為、迷惑運転、事故な

どのドライブレコーダーの映像を集めた You Tube 動画

を鑑賞し、いつでも起こりうる事態と受け止め日頃の運

転を見直し、更に安全運転の意識を各自高めた。 

 

アイドリング時間の削減 

 

全社有車の運転席の見え

る場所に「エコ運転」シー

ルを貼り、運転前に確認す

ることでエコ運転を促し

た。 

 

 

急発進、急加速はしない 

 

経済速度の遵守 

 

月末最終日のタイヤ空気圧の確認 

 

毎月の末日にガソリンスタンドにて確認を実施した。 

また、車両備品点検のチェックも各自実施し備品の有無

を確認している。 

 

■廃棄物排出量の削減                                       

取 組 内 容 成果及び評価 

廃 

棄 
物 

分 

別 

の 

徹 

底 

分別の徹底 

 

 

 

 

 

 

「廃棄物の分別区分表」は 

全社員に配布して、それに 

従い分別の徹底を諮った。 

特にアルミ缶とスチール缶、 

ペットボトルは洗浄し、そ 

の分別を各自徹底し、しっ 

かり行った。 

廃棄物置場の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類毎に検量を行い、 

置き場の整理整頓をして 

いる。 

 

 

 

 

産業廃棄物は、きちんと保 

管場所に置き廃棄している。 

マニフェストの報告書は 

福島市へ４月に提出した。 
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金属類の有価物化 

 

 

 

 

 

 

金属類を有価物として収集し、 

資源化に努め、削減意識を 

高めた。 

 

 

 

 

紙
使
用
の
削
減 

コピー数量の削減 

 

 

 

 

両面使用の徹底と必要枚数のみのコピーの徹底を諮って

いる。また、プリンタからの印刷についても両面印刷の

実施やメール等を利用しコピー用紙の使用量削減も実施

している。 

紙
使
用
の
削
減 

ＯＡ紙の資源化 

 

 

 

 

 

 

使用済ＯＡ紙を資源ゴミ 

として整理するＢＯＸを 

設置し、できる限り資源 

化に努め、リサイクル率 

の向上を目指し削減の意 

識を高めている。その為、 

一般廃棄物の年間平均 

リサイクル率は去年は 24.7％で、今年は 25.1％と高くな

っている。 

 

■総排水量の削減                                         

取 組 内 容 成果及び評価 

洗車時の節水 

 

 

「節水啓蒙シール」を全蛇 

口付近へ貼り注意を促して 

いる。 

洗車時は水流を調節し、 

バケツに水を溜めて行って 

いる。 

 

年 2 回（6月 12 月）の全館清掃や毎週木曜日の社内清掃

時にも、節水に努めている。 

               

 

 

 

 

 

水の強さを調節 

こまめに水を止める 
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■地域社会貢献活動                                        

取 組 内 容 成果及び評価 

地域清掃活動への参加 

 

   

「ふくしまきれいにし隊」は、９月 12 月３月 6 月の年４

回、予定通り実施した。 

猛暑や雨天の時も、各自協力し合い、ゴミ拾いや草刈り

を手際よく行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全社員が家庭で、節電・節水・ゴミ分別 

を実施する 

 

一般教育研修及び月次報告会にて、福島県で推奨してい

る「地球温暖化防止のための省エネ活動」を各家庭でも

取組を心掛け、削減になるよう啓蒙活動を実施した。 
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■汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進                                 

取 組 内 容 成果及び評価 

汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進 浄化槽から下水道への切り替えや取壊し、修理などが多

い月もありましたが、全件汚泥濃縮車による清掃を目指

し、お客様の水使用量の軽減に努め、水資源の削減に貢献

するよう目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２０２３年度以降の目標                                     

●環境目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動計画 
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■二酸化炭素排出量                                        

 

猛暑や厳寒の為冷暖房機器使用は多かったものの省エネタイプのエアコンや LED 照明、燃費の良い車両の 

導入が影響してか、削減傾向になっているので、室内温度管理やエコ運転等の実施を今後も十分心がけるも 

のとして、2019 年度比 4％削減目標と設定しました。 

 

■一般廃棄物排出量                                          

 

毎年、保管年数の経過した書類や業務用品の廃棄量により増減しますが、ゴミの分別の徹底、コピー数量の 

削減及び OA 紙の資源化には十分努めたいと思います。しかし、削減目標値設定は限界になりつつあること 

も踏まえ、今年度より監視項目へと移行します。 

 

■総排水量                                            

 

厳寒の為、水道管凍結防止の措置をするなど、気候の影響や社内清掃、凝集剤溶解、また貯水槽清掃などの 

使用のためか、十分節水は心掛けてはいたものの、増加になりました。 

気候の影響が大きいこともあり、削減目標値の設定には限界があると考え、今年度より監視項目へと移行し 

ます。 

 

■地域社会貢献活動                                        

 

「４件以上／年」の地域社会貢献活動（ふくしまきれいにし隊）を目標とします。 

社内においても、週末の終礼時に環境方針を唱和し、一般教育研修等では全社員家庭での節電、節水、ゴミ

の分別の実施の指導をしていきます。 

 

■汚泥濃縮車による浄化槽清掃の推進                                 

   

浄化槽から下水道への切り替え件数の増加や、浄化槽の取壊しの清掃があるものの、件数率 96％以上を目 

標とし、お客様の水使用量の軽減、並びに水環境及び水資源を守るため活動して参ります。 

 

■化学物質の管理                                          

 

化学物質の管理において、当社の使用する薬品に関しＭＳＤＳを確認したところ、ＰＲＴＲ制度対象物質は 

該当が無いため、現状どおり適正な保管場所の管理のみ継続実施し、同時に使用量も把握する事によって 

汚泥濃縮車による浄化槽清掃の増減も確認したいと思います。 
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環境管理責任者 

蓬田 孝一 

代表取締役 

山川 正人 

二酸化炭素 

小熊 一良 

業務部責任者 

黒須 達也 

一般廃棄物 

蓬田 孝一 

総排水量 

野地 哲也 

地域・社会貢献 

黒須 達也 

環境目標の責任者 

化学物質の削減 

蓬田 孝一 

■エコアクション２１組織図                                     

 

当社では、２００６年２月に代表取締役を最高責任者とするエコアクション２１組織を編成し、環境に関

する取り組みを全社的に推進する為の体制を整えています。環境目標毎に責任者を配置し、環境目標及び環

境活動計画を全社員に周知徹底を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無             

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。 

 

適用される法規制 法令等の遵守すべき内容 

廃棄物処理法 事業者の責務（廃棄物の適正な処理） 

一般廃棄物処理業（し尿）の許可、変更の許可等 

浄化槽法 浄化槽の定期的な保守点検と清掃の実施 

浄化槽の指定検査機関による法定検査の受検 

浄化槽保守点検の技術上の基準の遵守 

浄化槽清掃の技術上の基準の遵守 

浄化槽清掃業の許可、変更届出 

帳簿の備え付け、記録の保存 

浄化槽保守点検業の登録 

浄化槽管理士に対する研修の機会の確保 

家電リサイクル法 対象機器の引き渡しと料金の支払の責務 

自動車リサイクル法 自動車所有者の引取業者への引渡義務 

フロン排出抑制法 フロンが充填されている業務用エアコンの機器及びフロン類の適切な管理の 

義務 

資源有効利用促進法 使用済みパソコンの回収・リサイクル 

環境基本法 環境負荷の低減 
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環境関連法の違反はありません。 

 なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 16 年間ありません。 

更に、自社で遵守状況をチェックした結果、問題はありません。 

 

■代表者による全体の評価と見直し                                

 

⒈環境方針について       

特に訂正や追加はありません。 

 

⒉環境目標について       

前年度の見直し記録でも指摘した様に、当社は長年環境経営システムを実施していることにより、ちょ 

っとした業務内容や環境の変化で目標達成のするか否かが変動しがちであります。一般廃棄物排出量、水 

使用量の削減を監視項目といたします。 

 

⒊活動内容について       

前回審査でご提案された２件について検討を行い、二酸化炭素排出量削減に向けて作業車両の油使用量 

と燃費の関係を環境レポートに追記しました。また緊急事態定期訓練記録の改定に備え帳票の見直しを行 

うことは、今回特に問題なかったので見直しを行いませんでした。 

 

⒋環境経営システムの有効機能性について       

   環境管理責任者が２月末に退社したため、３月より前任の蓬田さんにあらためて就任していただいて 

運営しておりますが、運営に特に支障は発生することなく、全社員の皆さんに浸透して運用され有効に機 

能していると思っています。 

 

⒌その他指示が必要な事項       

特にありません。 

 

一見、二酸化炭素排出量削減が大幅な目標達成をし、各作業車両の燃費が向上しておる様に見えますが、 

目標年度の２０１９年度より社員が２名・作業車両も２台減った事が大きな影響を与えていることは明白で 

あります。それはまた、少ない社員数で業務を行うため、より効率の良い作業を追及した結果でもあります。 

次年度から一般廃棄物排出量、水使用量の削減を監視項目といたしますが、二酸化炭素排出量削減も、現状 

に合った新たな目標年度を定めるか、監視項目とするかは次年度の経過を見ながら判断したいと思います。 


